令和２年度　事業報告
１　事業概況
(１)「性暴力等被害救援協力機関」(ＳＡＣＲＡふくしま)の促進と定着化を図るとともに、性暴力被
害者への支援を充実させた。
ア  運用状況
	
	令和２年
	令和元年
	増減数

	電話相談
	226件
	181件
	45件

	面接相談
	5件
	7件
	－2件

	直接的支援
	9件
	51件
	－42件

	合　　　計
	240件
	239件
	1件


・　支援活動件数240件は、センター全支援件数407件中59％を占めている。
・　前年と比較して面接相談が2件・直接的支援が42件減少したが、電話相談45件増加した。

・　支援活動は、平成25年に運用を開始以来最も多い支援活動であった。
イ「福島県性暴力等被害者心身回復支援業務(医療費公費負担)」の受託状況

・　福島県から受託した「福島県性暴力等被害者心身回復支援業務」(医療費公費負担)につい
ては、人工妊娠中絶処置等14件、535,629円の公費負担を行った。
ウ　今後の課題
・　最近の傾向として、全国的に性犯罪・性暴力の根絶を求める社会的気運が高まるなか、国では、令和2年度から令和4年度までの3年間を、「性犯罪・性暴力対策の集中強化期間」にとし、性被害に遭いやすい若年層が相談しやすいよう、ＳＮＳやメールによる相談など多様なコミュニケーション方法を推進していることから、今後、相談者のニーズに添った対応を展開していく必要がある。

・　福島県から委託された「福島県性暴力等被害者心身回復支援業務」(医療費公費負担)制度
について、県民への周知を図るため、福島県、福島県産婦人科医会等との関係機関と連携しての活動を展開していく必要がある。
(２)　支援員の質的向上(スキルアップ)方策
犯罪被害者等からのニーズに添った、真に被害者を支える継続的かつ適切な支援活動を推進し

ていくには、これらに対応する支援員個々の質の向上が求められることから、専門的知識を有す
る部外者を講師として招請した全体研修会等の自社研修会を12回実施するとともに、全国ネッ

トワーク等が主催する各種研修会8回に支援活動員25名をオンライン等より参加させるなど、
支援活動員の研鑽と質的向上(スキルアップ)を行った。

(３)　支援活動員の確保
犯罪被害者等に対し間隙が生じない支援活動を展開していくためには、支援員を確保する必要
があったところから、公募を行い6名の新規支援員を採用し養成研修行い、令和3年2月から活
動に従事させている。
(４)　県警察との共催事業「被害者にやさしい“ふくしまの風”運動」の取組み

本運動は、不幸にして犯罪等の被害者となった方々の苦しみを理解し、被害者に優しい風(支
援の気運)を県内くまなく吹かせ、犯罪や事故のない安全で安心な「ふくしま」を築こうとする
運動であり、平成21年度から県警察との共催事業として推進している。

令和２年度は、毎年開催していた中学校、高等学校での「命の大切さを学ぶ授業」を行い、受
講した生徒からの感想文の募集や「支援の輪を広げる“つどい”」が新型コロナ感染症の影響で
開催することが出来なかった。
(５)　支援車(移動相談車)の効果的な活用
平成26年度に配置された支援車(移動相談車)の運用について、裁判等の直接的支援活動のほ

か、県内の市町村、警察署(所)を訪問しての広報啓発活動を行った。

(６)　財政基盤の確立
支援活動の基盤となる財源を確保するため、被害者支援の必要性と重要性を広く県民、企業等に対する周知活動を展開するとともに、寄付型自動販売機の拡大設置広報を行った。
２　電話相談等の活動状況
(1) 　相談及び支援活動の概要

	
	相  談  ・  支  援  区  分

	
	身体犯関係
	交通事故関係
	その他の犯罪
	その他
	合　　　　計

	
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	件
数
	人
数
	内SACRA

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	件数
	人員

	電話相談
	226
	178
	5
	5
	15
	15
	62
	61
	308
	259
	226
	181

	面接相談
	7
	7
	
	
	1
	1
	2
	2
	10
	10
	5
	5

	直接的支援
	56
	43
	1
	1
	32
	20
	
	
	89
	64
	9
	9

	合　　　計
	289
	228
	6
	6
	48
	36
	64
	63
	407
	333
	240
	195

	前
年
	合　計
	234
	155
	14
	14
	48
	39
	65
	62
	361
	270
	239
	166

	
	増　減
	＋55
	＋73
	－8
	－8
	±0
	－3
	－1
	＋1
	＋46
	＋63
	＋1
	＋29


【注】令和2年1月～12月
(2) 　相談の特徴
ア　総括
・　407件、333名から相談等が寄せられたが、前年と比較すると、件数は46件、人員は　
63名増加であった。
・　SACRAふくしまに寄せられた相談・支援件数は、240件、195名で前年より1件、29

名増加であった。
イ　電話相談特徴
・　男女別では、男性が25.2％、女性が74.8％であった。
・　方部別では、県北方部22.5％、県中方部17.6％、いわき方部13％、会津方部11.8％、
県南方部8.8％、相双方部3.4％、県内1.1％、県外5.7％、不明16％であった。

・　年齢別では、10～20代22.9％、30代12.2％、40代7.3％、50代2.7％、60～70代5.3

％で49.6％が年齢不詳であった。
ウ　面接相談の特徴
・　面接相談は、10件(10名)あったが、うち7件(7名)が女性であった。
・　内容的には、女性の7件が身体犯であった。

エ　直接的支援
・　身体犯関係の被害者等19名に対し、裁判・病院・警察署等への付添等の直接的支援を56
回行った。
・　刑事事件(殺人事件等)2件の裁判に関し付添1回、代理傍聴3回行った。
・　被害者等9名に対し、警察・病院及び弁護士の付添11回行った。

３　自助グループ
	
	活　動　の　内　容
	参加者

	通　　 年
	自助グループへの参加(被害者遺族)が少ないことから、グループ内の研修を重ねるとともに、参加への声かけ等を行った結果、開催することが出来た。
	

	11月26日
当センター
	・　自助グループ会議
・　自助グループについて検討
自助グループ再開に向けての方針
	事務局員
支援活動員

	1月30日

当センター
	・　自助グループの実施
	支援活動員
犯罪被害遺族


　
４　部会の開催状況
	部　会
	活　動　の　内　容
	回　数

	広報部会
	・　広報啓発活動の企画立案に関すること
・　広報媒体である、ポスター・チラシ及び「ふくしまの空」の企画制作
に関すること。
・　ホームページの管理運営に関すること
	3回

	電話・面接
	・　電話技術向上方策についての企画立案に関すること
・　関係相談機関との連携に関すること
・　「SACRAふくしま」に関すること
	2回

	直接的支援
	・　支援要請受理時における対応に関すること
(具体的事案を想定しての訓練の実施)

・　直接的支援機材の運用管理に関すること

・　「SACRAふくしま」に関すること
	1回

	教養部会
	・　支援活動員教養計画の策定及び企画立案に関すること
・　各種研修会の伝達研修に関する企画立案及び開催に関すること
・　「SACRAふくしま」に関すること
	1回


　
５　自社研修会の開催
	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　の　内　容　等
	人員

	1
	4月14日～16日・20日
福島地方裁判所
	第１回　全体研修会
・　裁判員裁判の実地研修
裁判傍聴と判決
	延べ人員36名

	2
	7月28日

福島市市民会館
	第１回　インテーク会議
理事長・副理事長2名・県民サービス課長他2名
電話相談時の対応措置を検討
令和2年2月15日～7月10日までの電話相談件数61件
	13名

	3
	8月6日
ホテル福島グリーンパレス
	第2回　全体研修会
・　研修講師

千葉性暴力被害者支援センターちさと
(支援コーディネーター)
「性暴力被害者支援にあたり支援員の価値観で行う危険」
	17名

	4


	9月24日

福島市
保健福祉センター

	第2回　インテーク会議
理事長・副理事長・理事・県民サービス課長他2名

電話相談時の対応措置を検討

令和2年7月11日～9月10日までの電話相談件数40件
	13名


	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　の　内　容　等
	人員

	5 

	10月22日
福島市
保健福祉センター
	第3回　全体研修会

· 研修講師：弁護士(福島県弁護士会犯罪被害者支援委員会)
「刑事手続きから見た被害者支援」

	18名

	6 

	11月5日
福島市
保健福祉センター
	第3回　インテーク会議
理事長・副理事長・理事・県民サービス課支援室長他2名
電話相談時の対応措置を検討
令和2年9月11日～10月20日までの電話相談件数33件
	15名

	7 

	11月26日

ホテル福島
グリーンパレス
	第4回　全体研修会

· 研修講師：針生ヶ丘病院　精神科医師
「性被害の対応と留意点　part2」
	17名

	8


	12月1日
ホテル福島
グリーンパレス

	第1回　養成研修
· 1時限：開講式・オリエンテーション

理事長・県民サービス課長
· 2・3時限：講師 理事長(大学教授)
「被害者への支援・基本スキル」

「被害者の自己理解」

· 4時限：講師 日本司法支援センター(弁護士)
「関係機関・法テラス」

· 5時限：専務理事

「支援センターの業務概要」
	6名

	9 

	12月8日
ホテル福島
グリーンパレス

	第2回　養成研修
· 1時限：副理事長(弁護士)
「弁護士から見た被害者支援」

· 2時限：福島県精神保健福祉士会　会長

「心理・医療者の役割」

· 3時限：福島地方検察庁

「関係機関における被害者支援」

· 4時限：福島県職員(男女共生課)
「行政における被害者支援」
· 5時限：専務理事

「団体・組織のあり方①」
	7名

	10 

	12月15日
ホテル福島
グリーンパレス

	第3回　養成研修

· 1時限：産婦人科医師

「医療機関の役割(性被害)」
· 2時限：福島県中央児童相談所

「児童相談所の業務概要」

· 3・4時限：ＮＮＶＳコーディネーター

「直接的支援①　②」
· 5時限：専務理事

「団体・組織のあり方②」
	6名

	11
	3月9日
ｺﾗｯｾふくしま
	第４回　インテーク会議
理事長・副理事長・理事・県民サービス課員

電話相談時の対応措置を検討
令和2年10月21日～令和3年2月28日までの電話相談件数
9件(抜粋)
	16名

	12
	3月23日

福島県青少年会館
	第5回　全体研修会

· 研修講師：公認臨床心理士

支援者の自己理解

ロールプレイ
	18名


６　研修会等派遣状況

	番号
	開催日時・場所
	研　修　会　等　の　内　容
	人員

	1
	5月～2月

(福島大学)
	福島大学教育講座(臨床研修)への派遣

(月1回・全10回)
	3名

	2
	10月3日
(仙台市)
	性暴力被害者支援スキルアップ講座への派遣
	1名

	3
	10月16日
(東京都)
	全国犯罪被害者支援フォーラム2020への参加
(オンライン研修)
	6名

	4
	10月17日～18日
(東京都)
	秋期全国研修会への派遣
	2名

	5
	11月14日
(仙台市)
	性暴力被害者支援スキルアップ講座への派遣
	1名

	6
	11月28日～29日
(当センター)
	ＳＥＦＥＲ研修の受講
(オンライン研修)
	6名

	7
	12月12日
(仙台市)
	性暴力被害者支援スキルアップ講座への派遣
	2名

	8
	12月20日
(当センター)
	解離に苦しむ当事者を支援するための養成講座の受講
(オンライン研修)
	1名


７　講師等の派遣状況　
	番号
	開催日時・場所
	講　演　会　等　の　内　容
	人員

	1
	11月25日
(ビックパレット福島)
	令和2年度福島県犯罪被害者等支援施策研修会での講義
講師：専務理事
	20名


８　会議等への参加状況
	番号
	開催日時・場所
	会　議　等　の　内　容
	担当者

	1
	9月23日
当センター
	日本財団預保事業説明会に出席　　(オンライン会議)
	専務理事

	2
	9月25日
当センター
	令和2年度北海道・東北ブロック事務局長等会議に出席
(オンライン会議)
	専務理事　事務局長

	3
	10月14日

国際ビジネス学校
	国際ビジネス公務員大学校教育課程編成会議に出席
	専務理事

	4
	11月2日

福島市・県庁会議室
	福島県安全・安心な県づくり会議に出席
	専務理事

	5
	11月23日
当センター
	性暴力救援センター全国連絡会への参加  (ズーム会議)
	事務局員

	6
	12月12日

当センター
	第4回性暴力被害者支援センター関東近郊連絡会に参加(オンライン会議)
	事務局長
事務局員


9　広報啓発等の活動状況
	
	開催日時・場所
	活　動　の　内　容
	参加者等

	
	通年
	県内全域での協賛型自動販売機設置拡大広報の実施
	専務理事
事務局員

	
	9月15日～30日
	被害者支援活動員募集用チラシ配布時センター案内の実施
	専務理事
事務局員

支援活動員

	
	通年
	福島民報及び福島民友新聞紙上広告を年間8回実施
	


10　会報・チラシ等の作成状況
	
	月　　日
	作成会報・チラシ等
	作成数

	1
	6月29日
	広報紙「ふくしまの空」第32号発行
	850部

	2
	7月29日
	自動販売機シール
	20枚

	3
	7月31日
	ＳＡＣＲＡふくしま案内パンフレット
	3，000枚

	4
	9月10日
	被害者支援活動員募集用チラシ
	4，000枚

	
	
	被害者支援活動員募集用ポスター
	600枚

	5
	11月12日
	“ふくしまの風”運動パンフレット
	10，000部

	6
	11月20日
	広報紙「ふくしまの空」第33号発行
	850部

	7
	2月12日
	小・中学生向「センター案内」パンフレット
	8，000枚

	8
	2月25日
	広報紙「ふくしまの空」第34号発行
	850部

	9
	3月12日
	小・中学生向「センター案内」パンフレット
	2，000枚


11　理事会・総会等の開催状況
	月     日
	内                       容

	4月28日
当センター
	監査の実施
監事２名による、令和元年度の会計及び業務の監査を受監

	5月14日
当センター
	第1回　理事会・・・・・書面表決
議案　第1号　令和元年度　事業報告の件
第2号　令和元年度　決算報告の件
第3号　令和2年度一般会計収支補正予算(案)の件

	5月28日
当センター

	令和2年度　定時総会・・・・・書面表決(みなし決議)
報告　第1号　令和2年度　事業計画の件
第2号　令和2年度　会計収支予算の件
第3号　令和2年度　一般会計収支補正予算の件
議案　第1号　令和元年度　事業報告の件
第2号　令和元年度　決算報告の件

	7月10日
当センター
	第2回　理事会・・・・・書面表決
議案　第1号　役員(理事)の選出の件
第2号　正会員の入会承認の件

	7月22日
当センター
	令和2年度　令和2年度　総会・・・・・書面表決(みなし決議)
議案　第1号　理事の選任の件

	9月10日
当センター
	第3回　理事会・・・・・書面表決
議案　第1号　新規被害者支援活動員の件

	1月29日
当センター
	第4回　理事会・・・・・書面表決
議案　第1号　賛助会員の入会承認の件
報告　第1号　令和2年度　支援・相談業務概況の件
第2号　令和2年度「ＳＡＣＲＡふくしま」運用状況の件
第3号　被害者支援活動員の件

第4号　令和3年度「預保納付助成事業」の件

	3月5日
当センター
	第5回　理事会・・・・・書面表決
議案　第1号　令和3年度　事業計画(案)の件
第2号　令和3年度　一般会計収支予算(案)の件


1

